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長期的目標 

（４項目） 基本施策（10項目）  具体的事業 
 

１ 持続的な発展

が可能となる低

炭素のまち 

省エネルギーの促進や再生可能エネ

ルギーの普及拡大による地球温暖化

対策の推進 

 
 

２ 自然環境と調

和した快適で安

全・安心なまち 

公害のない安全・安心な生活環境の

保全 

生物多様性の恵み豊かな自然環境の

保全 

自然環境と調和した文化や暮らしが

広がる京都人らしい快適生活の確保 

  

３ 資源・エネル

ギーの有効利用

と環境負荷の低

減を図る循環型

のまち 

２Ｒと分別・リサイクルの促進の２

つを柱としたごみ減量の推進 

廃棄物の適正処理とエネルギーとし

ての有効活用 

  

４ 環境保全を総

合的に推進する

ためのひと・し

くみづくり 

【分野横断型】 

環境教育・学習を通じた理解と行動

の促進及び人材育成 

広範な主体の協働による環境保全活

動の促進 

地産地消をはじめとする環境にやさ

しい社会経済のしくみづくり 

他都市との連携及び国際的な取組の

推進 

地球温暖化対策計画 

生物多様性プラン 

循環型社会推進 

基本計画 

環境教育・学習基本指

針及び個別計画の環境

教育に該当する箇所の

改正内容を反映 

分野別計画の内容 

（市基本計画との整合性）※ 

（案）２０５０年ＣＯ２排出量正味ゼロを目指す方向で検討 

資料２（別紙１） 

施策に反映 

（公害関係の法令との 

整合性）※ 

） 

環境基本計画 個別計画 

※ 環境基本計画において，個別計画と関連性のないものについては，法令（例：公害）

や市の上位計画の内容を反映させる。 


